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第１学期終業式を行いました！  

１０月１０日（金）の 4 校時に体育館で終業式を行いました。厳しい暑さが落ち
着き、涼しさを感じられるようになったので始業式以来の一堂が会する対面での集
会となります。 1 学期は、１年生が９７日間、それ以外の学年は９９日間の授業日
数となります。夏季休業中も含み、東っ子１７２名が大きな事故やけが、病気等が
なく、元気に毎日の生活を送ることができたことを嬉しく思います。終業式は１・
４年生の代表児童発表があり、各教科の学習や日々の挨拶などそれぞれ頑張って取
り組んだことを発表しました。校長式辞では、東京で行われた世界陸上大会で３０
００ｍ障害８位入賞を果たした三浦選手を話題にし、努力することの大切さ、結果
が出なくても努力したことで次の目標に必ずつながること、フェアプレーの精神等
について話をしました。次に、４月から続けて児童に話している「かっこいい東っ
子」「ＡＢＣＤ東っ子」に向けて、自分がどうだったのか振り返りをさせました。
最後に、本日担任の先生より手渡される通信票「明日に向かって」は、目標とする
自分に向かっていく足跡であることを伝えました。そして、「明日に向かって」にある成績
は現時点の自分の力であり、そこから何を頑張ればよいのか一人一人がしっかり考えること
ができるようにしてほしいことを話しました。３日間の休みは、１学期の振り返りとととも
に第２学期に向けての新たな目標を立てて、１４日（火）から目標に向かって運動や学習に
大いに励んでほしいと思います。 

 

 

 

 

今年度最後のクラブです！  

そして、３年生クラブ見学！  

 東っ子が毎回楽しみにしているクラブ活動が、9 月３０
日をもって終了となります。今回は、来年度クラブ活動に
参加する３年生のクラブ見学も兼ねて行われました。クラ
ブ活動は、上学年の児童が自発的な活動を通して、同じ興
味関心を追求する活動であるため、子どもたちにとって人
気のある特別活動の時間です。本校では、児童の希望調査
を踏まえ「アート」「スポレク」「サイエンス」「ホームメイド」の４クラブがあ
ります。どのクラブもクラブ長を中心に活動内容や成果等を説明し、それぞれのク
ラブの魅力をしっかり発表していました。 3 年生は、「何クラブに入ろうかな！」
「来年が楽しみ！」など、来年に向けて胸を膨らませながら見学していました。  
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第２回ミニミニコンサート開催！  
 

９月３０日（火）に第２回ミニミニコンサートが行われました。今回も、多くの

児童が出演しました。当日は、１００名近い友達が音楽室を訪れ、出演者の歌唱や

演奏に見入っていました。私自身、多くの人の前で発表することでコミュニケーシ

ョン力を高めたり、緊張しながらもやり遂げることでここぞというときの度胸を身

に付けたりするなど多くのメリットがあると思います。そして、何よりも見学して

いるみんなからの拍手や称賛は、出演者の自信につながりこれから困難な場面に出

合っても力強く立ち向かっていく力になると思います。  

 

毎年恒例！5 年生が稲刈り体験をしました！！  

 ５年生は、総合的な学習の時間に「米の魅力再発見」と題して、稲
作指導者の★★氏や地域ボランティアの皆様のご協力をいただき、米
作りを行っています。季節が秋を迎え、稲穂に実がつき、１０月７日
（火）に稲刈りを行いました。  
 子どもたちは、最初はのこぎり鎌の使い方に戸惑っていましたが、
後半はスムーズに手際よく稲を刈っていました。この時代に機械では
なく、敢えて手作業で収穫することで、お米のありがたみを感じたり、お米を生産
している農家の方々に感謝の気持ちを抱いたりすることができるのではないかと
思います。刈った稲穂は、はぜかけをして天日干しにします。現場が学校と若干離
れているため、★★氏が校内に「はぜ」を組み立ててくださいました。そのおかげ
で子どもたちは、稲穂が水分を減らし米の甘みやおいしさが増す様子を日々観察す
ることができます。本当にありがとうございます。  

 

演劇鑑賞会「注文の多い料理店」  

 劇団「キャロット」による芝居と音楽の融合劇「注文の多い料理店」が、１０月
9 日の３校時から４校時にかけて、体育館で行われました。子どもたちは、キャス
トの大きな声と演技、そして劇中に奏でられる「琴、和太鼓、サックス  など」の
迫力ある音色に終始圧倒されていたようです。また、子どもたちは、キャストが体
育館という広い空間を余すことなく使うダイナミックな演技を間近で鑑賞するこ
とができ、「本物」から学ぶ良い機会となりました。  


